
家庭教育支援チーム
「とらいあんぐる」の活動より

平成２８年８月２９日

和歌山県

湯浅町教育委員会
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「つながろう 湯浅！」
～人と人とがつながる
訪問型家庭教育支援～

資料４

（家庭教育支援の推進方策に関する検討委員会（第２回）川口委員発表資料）



和歌山県・有田郡・湯浅町

特産：みかん・醤油
醤油発祥の町

文化：熊野古道
伝統的建造物群
保存地区
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町内の学校・児童生徒・世帯数等

Ｈ２８年（４月現在）

人口：１２，６９６人

小学校４校 児童数：５９２人（約４５０世帯）

中学校１校 生徒数：３１７人（約２９０世帯）

児童生徒数合計：９０９人（約７４０世帯）

町立保育所（３所）

私立幼稚園（１園） 私立保育園（１園）

子育て支援センター（１ヶ所） 3
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地域社会・家庭教育上の課題
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課題解決のために・・・

☆スクールソーシャルワーカーの配置(Ｈ20)
☆訪問型家庭教育相談体制充実事業(H21)
アウトリーチ型支援の実施

・支援が必要な家庭の把握

・個別相談、直接支援対応

◎全戸訪問による訪問支援が有効

未然防止・早期発見・早期対応

子育て・家庭教育支援センターの設置

・相談窓口の一本化（役場１階）

・専門員の配置（ＳＳＷ・ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ）

・支援員の配置（支援チーム員）

全戸訪問（乳児～中学生の全家庭）

情報誌の配布（乳児～中学生の全家庭）

保健センター、保育所、幼稚園、小・中学校、
高等学校などとの連携 5
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訪問型支援の概要
～情報紙『すまいる』配布状況～

Ａ湯浅小学校区 約３４０世帯

Ｂ山田,田栖川,田村小学校区 約１１０世帯

☆保育所,幼稚園,未就園児 約４００世帯

Ｃ湯浅中学校区 約２９０世帯

※家庭訪問による配布

乳幼児から中学生世帯（３ヶ月に１回）

※各支援員 月平均２０～３０世帯

◎情報紙を３種類作成配布

「ベビーすまいる」（乳幼児家庭用）年４回

「すまいる２」（幼保小中学生家庭用）毎月

「すまいる（全戸配布）」（町内全世帯）年２回

子育て・家庭教育情報紙の配布
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訪問型支援の概要
～家庭教育支援員の構成～

リーダー(元保育所所長)：週３日
※県ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（週２日）

サブリーダー(元保育所副所長)
訪問支援員（男性１名、女性１３名）

元校長、保護司、栄養士、民生児童
委員、母子推進委員、地域住民、読
み聞かせボランティア活動員
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関係者、団体等との
連携・協働体制

・県子ども・女性障害者相談センター（児童相談所）

・要保護児童対策地域協議会

・保健所（保健師・精神保健相談員）

・スクールカウンセラー ・町福祉課（保健師）

・医療機関 ・少年センター ・警察 ・保護司

・適応指導教室 ・就労支援相談所

・県ケースワーカー（生活保護制度）

・社会福祉協議会（母子生活借り入れ制度）

・包括支援センター ・ケアマネージャー

事業体制

連携機関
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家庭訪問をするにあたっての心得
・トラブルの未然防止のために
・効果的な訪問のために

◇『訪問支援の約束事』・・・別紙参照
１．訪問支援者としての自覚

①個人情報の保護（守秘義務）について

②訪問する目的について

２．訪問支援の準備

①個人証明について

②訪問の案内について

③緊急時の連絡先について

④訪問先の把握について

３．家庭訪問

①自己紹介について

②支援は相談を受けてから

③相手の話を聞き続ける姿勢で

④訪問時、答えは出さなくともよい

４．家庭訪問の後で

①訪問後の報告について

②支援方針の検討

※訪問支援Ｑ＆Ａ 9
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訪問型支援による成果

乳幼児期からの支援開始（しつけ相談等）

発達相談と適切な保護者の関わり支援

福祉と教育の協働による連携強化（要対協）

切れ目のない子育て支援（小１プロブレム解消）

初回訪問の受け入れやすさ（全戸・情報誌）

全世帯の状況把握が可能（早期発見・対応）

いつでも相談できる安心感（定期的に訪問有）

気になる家庭への継続的な支援・見守り

不信感などの解消（学校等へのクレーム減少）

問題発生時の迅速な対応（日頃のつながり有）

全戸訪問による成果

福祉と連携した訪問による成果

支援が必要な家庭への継続的な支援が可能

意図的・計画的な支援が可能

第三者が対応することのメリットが大きい

家庭訪問支援による成果
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家庭訪問型支援を行うとしたら
～地域の課題や目的を明確にして～

※「さあ、始めよう！訪問型家庭教育支援」
リーフレット（湯浅町教育委員会）参照

１．管轄主機関（目的、予算、人材等）

２．対象地域・年齢・家庭の範囲

３．組織・人材

①組織（チーム・個人、公的位置づけ等）

②人材の選出（中心となる人材は？）

ア 既存の団体から、新しい人材から

イ 専門性・役職重視、素人性・人物重視

ウ 教育関係者 保育・福祉関係者

民生児童委員 養成講座修了者

子育て支援団体関係者 etc
③ＳＳＷ、ＳＣが兼務（学校との連携）

４．配置場所（学校、行政、ＮＰＯ等）

５．家庭訪問支援対象(全戸、一部全戸、個別）
◇訪問支援の方法や情報管理の仕方

◇訪問時の相談対応スキル等の研修

◇園所・福祉部局や専門機関との連携

◇学校（管理職、担当、ＳＳＷ等）との連携

◇具体的支援の役割・方法の明確化 11
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訪問支援のつながりを活かす
講座型家庭教育支援

バルーンアート

エコバッグづくり
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親子参加型によるつながりづくり

万華鏡づくり

スクラップブッキング

保護者・地域住民とのつながりづくり

※孤立傾向の保護者をいかにつなげるか！
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「つながろう 湯浅！」
～人と人とがつながる家庭教育支援～

和歌山県湯浅町教育委員会
湯浅町家庭教育支援チーム『とらいあんぐる』

13

（家庭教育支援の推進方策に関する検討委員会（第２回）川口委員発表資料）



14


